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A-1-1 

レソト国小学校建設計画基本設計調査 第 1 次現地調査調査団 団員名簿 
Member List of the Basic Design Study Field Survey 1 

on the Project for Construction of Primary Schools  
in the Kingdom of Lesotho 

1. 総括／松島 正明 
Mr. Masaaki MATSUSHIMA 
Team Leader 

国際協力事業団 無償資金協力部 業務一課長 
Director, First Project Management Division, 
Grant Aid Management Dept., 
Japan International Cooperation Agency (JICA) 

2. 計画管理／鹿野 綾 
Ms. Aya KANO 
Project Coordinator  
 

国際協力事業団 無償資金協力部 監理課 
Project Monitoring and Coordination Division, 
Grant Aid Management Dept., 
Japan International Cooperation Agency (JICA) 

3. 業務主任／建築計画 
宮武 一弘 
Mr. Kazuhiro MIYATAKE 
Chief Consultant/ Architect 

(株)パシフィック コンサルタンツ インターナショナル 
PACIFIC CONSULTANTS INTERNATIONAL 
 

4. 
教育計画／滝本 葉子 
Ms. Yoko TAKIMOTO 
Educational Planner 

(株)パシフィック コンサルタンツ インターナショナル 
PACIFIC CONSULTANTS INTERNATIONAL 
 

5. 給水計画／衛生状況調査 
堀内 洋男 
Mr. Hiroo HORIUCHI 
Water Supply Planner/ 
Sanitary Condition Surveyor 

(株)パシフィック コンサルタンツ インターナショナル 
PACIFIC CONSULTANTS INTERNATIONAL 
 

6. 業務調整／建築設計 2 
荒又 多美子 
Ms. Tamiko ARAMATA 
Coordinator/ Architect 

(株)パシフィック コンサルタンツ インターナショナル 
PACIFIC CONSULTANTS INTERNATIONAL 
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レソト国小学校建設計画基本設計調査 第 2 次現地調査調査団 団員名簿 
Member List of the Basic Design Study Field Survey 2 

on the Project for Construction of Primary Schools  
in the Kingdom of Lesotho 

1. 総括／業務主任／建築計画 
宮武 一弘 
Mr. Kazuhiro MIYATAKE 
Team Leader/ 
Chief Consultant/ Architect 

(株)パシフィック コンサルタンツ インターナショナル 
PACIFIC CONSULTANTS INTERNATIONAL 
 

2. 
教育計画／滝本 葉子 
Ms. Yoko TAKIMOTO 
Educational Planner 

(株)パシフィック コンサルタンツ インターナショナル 
PACIFIC CONSULTANTS INTERNATIONAL 
 

3. 建築設計 1／施工計画 
國田 直敬 
Mr. Naotaka KUNITA 
Architect/ 
Construction Management Planner 

(株)パシフィック コンサルタンツ インターナショナル 
PACIFIC CONSULTANTS INTERNATIONAL 
 

4. 給水計画／衛生状況調査 
堀内 洋男 
Mr. Hiroo HORIUCHI 
Water Supply Planner/ 
Sanitary Condition Surveyor 

(株)パシフィック コンサルタンツ インターナショナル 
PACIFIC CONSULTANTS INTERNATIONAL 
 

5. 地下水開発 
寄立 徹 
Mr. Tooru YORITATE 
Ground Water Developer 

(株)パシフィック コンサルタンツ インターナショナル 
PACIFIC CONSULTANTS INTERNATIONAL 

6. 調達計画・積算 
越智 満雄 
Mr. Mitsuo OCHI 
Procurement Planner/ Cost Estimator 

(株)パシフィック コンサルタンツ インターナショナル 
PACIFIC CONSULTANTS INTERNATIONAL 

7. 業務調整／建築設計 2 
荒又 多美子 
Ms. Tamiko ARAMATA 
Coordinator/ Architect 

(株)パシフィック コンサルタンツ インターナショナル 
PACIFIC CONSULTANTS INTERNATIONAL 
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レソト国小学校建設計画基本設計概要説明調査団 団員名簿 
Member List of Draft Final Report Explanation Study 

on the Project for Construction of Primary Schools  
in the Kingdom of Lesotho 

 

1. 総括／業務主任／建築計画 
宮武 一弘 
Mr. Kazuhiro MIYATAKE 
Team Leader/ 
Chief Consultant/ Architect 

(株)パシフィック コンサルタンツ インターナショナル 
PACIFIC CONSULTANTS INTERNATIONAL 

2. 建築設計 1／施工計画 
國田 直敬 
Mr. Naotaka KUNITA 
Architect / 
Construction Management Planner 

(株)パシフィック コンサルタンツ インターナショナル 
PACIFIC CONSULTANTS INTERNATIONAL 

3. 調達計画・積算 
越智 満雄 
Mr. Mitsuo OCHI 
Procurement Planner/ Cost Estimator 

(株)パシフィック コンサルタンツ インターナショナル 
PACIFIC CONSULTANTS INTERNATIONAL 
 

4. 業務調整／建築設計 2 
荒又 多美子 
Ms. Tamiko ARAMATA 
Coordinator/ Architect 

(株)パシフィック コンサルタンツ インターナショナル 
PACIFIC CONSULTANTS INTERNATIONAL 
 

   
 

   

   
 

   
 



 2. 調査行程

基本設計調査　第1次現地調査（2003年2月22日～3月8日）

官団員
(総括）

官団員
（計画管理）

業務主任／
建築計画

教育計画
給水計画／

衛生状況調査
業務調整／
建築設計２

松島　正明 鹿野　綾 宮武　一弘 滝本　葉子 堀内　洋男 荒又　多美子

1 2月22日 土
成田（12:00)→
シンガポール

（18:20）SQ997
官団員に同じ

マセルにて参団

3 2月24日 月
教育訓練省、財務・開発計画省、及び天然資源省への表敬訪問、インセプションレポート、質問表の説明・協議

教育訓練省との具体的要請内容、背景および現状の確認

午前
教育訓練省との協議

Ireland Aidの事務所訪問、協議、資料収集、援助動向と
本計画との関係についての確認・協議

午後 教育訓練省との協議

EUの事務所訪問、援
助動向と本計画との
関係についての確認･

協議

午前 教育訓練省との協議

午後 教育訓練省にてMD協議
給水・地下水事情調

査
官団員に同じ

「小学校給水・衛生改善計画」評価ミッション

報告会
EFUと協議

類似案件視察調査
業務主任に同じ

MD調印 官団員に同じ

マセル(17:25)→
ﾖﾊﾈｽﾌﾞﾙｸﾞ(18:40)SA8057

プレトリアヘ移動
EFUとの協議 業務主任に同じ

在南アフリカ日本大使館・JICAへの
報告（ﾌﾟﾚﾄﾘｱ）

ﾖﾊﾈｽﾌﾞﾙｸﾞ(17:20)
→

ﾖﾊﾈｽﾌﾞﾙｸﾞ(14:15)
→

8 3月1日 土

→香港(12:30)
SA286

香港（15:10)→
成田(19:55)　JL732

→ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ(06:35)
SQ405

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ（09:45)
→成田(17:05)

SQ12

9 3月2日 日

10 3月3日 月
サイト状況予備調査

（７サイト）
教育事情調査
（教育省）

業務主任に同じ

11 3月4日 火

給水計画調査
（DWA）

施設計画調査
（EFU、LSPP、

LHC）
サイト状況予備調査

（２サイト）

他ドナー関連調査
（WFP、UNICEF）

教育事情調査
（LEC、TSD）

業務主任に同じ

サイト状況予備調査
（1サイト）

他ドナー関連調査
（DFID）

給水・地下水事情調査

（WASA、浄水場）
再委託業務契約準備

業務主任に同じ

マセル(08:25)→
ﾖﾊﾈｽﾌﾞﾙｸﾞ(09:40)SA8051

在南アフリカ日本
大使館・JICAへの
報告（ﾌﾟﾚﾄﾘｱ）

世銀との協議

現地再委託業者の
調査

教育関連資料収集

15 3月8日 土

 

2 2月23日 日

シンガポール
（01:35）→ヨハネ
スブルグ（06:05）

SQ406、
ヨハネスブルグ

（09:35）→マセル
（10:45）SA8052

官団員に同じ

日順 月日 日

5 2月26日 水

4 2月25日 火

「小学校給水・衛
生改善計画」評価
ミッションと同

行・サイト視察及
び協議

木
教育事情調査

（教育訓練省）

官団員に同じ

官団員に同じ

7 2月28日 金

サイト状況予備調査
（４サイト）

類似案件視察調査
（AfDB)

教育事情調査
（教育訓練省、マ
セル県教育局）

業務主任に同じ

6 2月27日

サイト状況予備調査
（７サイト）

団内協議・資料整理

→ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ(06:35)SQ405
ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ（09:45)→成田(17:05)SQ12

12 3月5日 水

教育省への調査結果報告、メモランダム署名

13 3月6日 木 在南アフリカ日本
大使館・JICAへの
報告（ﾌﾟﾚﾄﾘｱ）

現地再委託業者の
調査

業務主任に同じ

14 3月7日 金
業務主任に同じ

ﾖﾊﾈｽﾌﾞﾙｸﾞ(14:15)→

A-2-1



基本設計調査　第2次現地調査（2003年3月23日～6月13日）

総括／業務主任
／建築計画

教育計画
建築設計1／

施工計画
業務調整/
建築設計2

地下水開発
給水計画／

衛生状況調査
調達計画・積算

宮武　一弘 滝本　葉子 國田　直敬 荒又　多美子 寄立　徹 堀内　洋男 越智　満雄

1 3月23日 日 成田（12:00)→シンガポール（18:20）SQ997 　

2 3月24日 月
シンガポール（01:35）→ヨハネスブルグ（06:05）SQ406、

在南アフリカ大使館、JICA表敬訪問

3 3月25日 火
ヨハネスブルグ（09:35）→マセル（10:45）SA8052

関係省庁表敬訪問
教育訓練省、財務・開発計画省、天然資源省への現地調査結果概要１の説明・協議

4 3月26日 水

5 3月27日 木 教育訓練省にてMemorandum協議・調印
再委託契約準備

（地下水）

6 3月28日 金 サイト視察及びサイト周辺既存校調査
サイト状況調査

定点調査サイト視察調査
再委託契約準備

サイト視察

7 3月29日 土 サイト周辺既存校調査
サイト状況調査
再委託契約準備

サイト視察

8 3月30日 日 資料整理・団内協議 サイト視察

13 4月4日 金 建設事情調査 資料解析 業務主任に同じ
サイト視察

再委託契約準備
（地下水）

14 4月5日 土 サイト周辺既存校調査 サイト状況調査
サイト視察

再委託契約準備
（地下水）

15 4月6日 日 団内協議・資料整理

16 4月7日 月 サイト周辺既存校調査 サイト状況調査
サイト視察

再委託契約準備
（地下水）

成田（18:55)→香港
（22:30）JL739
香港(23:40)→

17 4月8日 火 サイト周辺既存校調査 サイト状況調査
サイト視察

再委託契約準備
（地下水）

→ヨハネスブルグ
（06:55）CX749、

ヨハネスブルグ
（09:35）→マセル
（10:45）SA8052

18
｜
19

4月9日
｜

4月10日

水
｜
木

サイト周辺既存校調査 サイト状況調査
サイト視察

再委託契約準備
（地下水）

給水・衛生事情調
査

20 4月11日 金 サイト周辺既存校調査
サイト状況調査

定点調査サイト視察調査

サイト視察
再委託契約準備

（地下水）

給水・衛生事情調
査

21 4月12日 土 サイト周辺既存校調査 建設事情、調達事情調査
サイト視察

再委託契約準備
（地下水）

給水・衛生事情調
査

22 4月13日 日 団内協議・資料整理

23 4月14日 月 サイト周辺既存校調査
サイト状況調査

建設事情、調達事情調査
物理探査

給水・衛生事情調
査

24 4月15日 火
サイト周辺既存校調査
WBミッションとの協議

サイト状況調査
建設事情、調達事情調査
WBミッションとの協議

物理探査

給水・衛生事情調
査

WBミッションとの
協議

　

25 4月16日 水 サイト周辺既存校調査
サイト状況調査

建設事情、調達事情調査
物理探査

給水・衛生事情調
査

　

26 4月17日 木
人口動向調査

（Bureau of Statistics, LSPP)
サイト状況調査

建設事情、調達事情調査
物理探査

給水・衛生事情調
査

　

27 4月18日 金 建設事情調査
社会状況調査

（サイト周辺地
域）

サイト状況調査
建設事情調査

物理探査

給水・衛生事情調
査

（サイト周辺地
域）

　

日順 日月日

教育訓練省との協力計画についての協議

定点調査、サイト視察調査
再委託契約準備（試掘）

サイト視察
再委託契約準備

（地下水）

9
｜

12

3月31日
｜

4月3日

月
｜
木

サイト周辺既存校調査
サイト状況調査

定点調査サイト視察調査
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総括／業務主任
／建築計画

教育計画
建築設計1／

施工計画
業務調整/
建築設計2

地下水開発
給水計画／

衛生状況調査
調達計画・積算

宮武　一弘 滝本　葉子 國田　直敬 荒又　多美子 寄立　徹 堀内　洋男 越智　満雄

日順 日月日

28 4月19日 土

南ア・無償資金協
力案件及び

草の根無償、他ド
ナーによる小学校

視察
（施設、仕様、建

設単価調査）

社会状況調査
（サイト周辺地

域）
業務主任に同じ 物理探査

給水・衛生事情調
査

（サイト周辺地
域）

　

29 4月20日 日

南ア・無償資金協
力案件及び

草の根無償、他ド
ナーによる小学校

視察
（施設、仕様、建

設単価調査）

資料整理 業務主任に同じ 物理探査 資料整理 　

30 4月21日 月 資料整理
社会状況調査

（サイト周辺地
域）

業務主任に同じ 物理探査

給水・衛生事情調
査

（サイト周辺地
域）

　

他ドナー調査
アイルランドエイドとの協議及び

小学校建設を行っている他ドナーからの
情報収集

建設事情、調達事情調査 物理探査/井戸試掘
給水・衛生事情調

査
　

他ドナー調査
小学校建設を行っている他ドナーからの

情報収集
建設事情、調達事情調査 　

32 4月23日 水 午後：　財務・開発計画省、教育訓練省との協議

33 4月24日 木

マセル（08:25）→
ヨハネスブルグ

（09:40）　SA8051
調達事情調査

（建設資機材・機
材）

社会状況調査
（サイト周辺地

域）
業務主任に同じ 物理探査/井戸試掘

給水・衛生事情調
査

　

34 4月25日 金

調達事情調査
（建設資機材・機

材）

在南アフリカ日本
大使館・JICAへの
報告（プレトリ

ア）

教育計画に関する
調査

（カリキュラム・
教員配置等）

業務主任に同じ 物理探査/井戸試掘
給水・衛生事情調

査
　

35 4月26日 土
調達事情調査

（建設資機材・機
材）

マセル（11:15）→
ヨハネスブルグ

（12:30）
ヨハネスブルグ

（19:20）→

業務主任に同じ 物理探査/井戸試掘
給水・衛生事情調

査
　

36 4月27日 日 資料整理

→バンコク
（11:20）　SA288
バンコク（22:15）

→

業務主任に同じ 物理探査/井戸試掘 資料整理 　

37 4月28日 月

調達事情調査
（建設資機材・機

材）
ヨハネスブルグ

（13:40）→

成田（06:15）
JL７１８

業務主任に同じ 業務主任に同じ 物理探査/井戸試掘
給水・衛生事情調

査
　

38 4月29日 火

→クアラルンプー
ル（05:40）

MH202
クアラルンプール

（11:00）→
成田（19:00）

MH070

業務主任に同じ 業務主任に同じ 物理探査/井戸試掘
給水・衛生事情調

査
　

39 4月30日 水 　 物理探査/井戸試掘

給水・衛生事情調
査

マセル（17:25）→ﾖ
ﾊﾈｽﾌﾞﾙｸﾞ（18:40）

SA8057

　

40 5月1日 木 　 物理探査/井戸試掘
ﾖﾊﾈｽﾌﾞﾙｸﾞ(13:40）

→
　

41 5月2日 金 　 物理探査/井戸試掘

クアラルンプール
（05:40）　MH202
クアラルンプール

（11:00）→
成田（19:00）

MH070

42 5月3日 土 　 物理探査/井戸試掘

43 5月4日 日 　 資料整理 　

物理探査/井戸試掘
給水・衛生事情調

査

31 4月22日 火
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総括／業務主任
／建築計画

教育計画
建築設計1／

施工計画
業務調整/
建築設計2

地下水開発
給水計画／

衛生状況調査
調達計画・積算

宮武　一弘 滝本　葉子 國田　直敬 荒又　多美子 寄立　徹 堀内　洋男 越智　満雄

日順 日月日

　 　

　 　

50 5月11日 日 　 資料整理 　

　 　

　 　

57 5月18日 日 　 資料整理

58 5月19日 月 　 井戸試掘

59 5月20日 火 　 井戸試掘

60 5月21日 水 　 井戸試掘

61 5月22日 木 　 井戸試掘
給水関連調査/調達

関連調査

施工・調達・積算
関連調査

（マセル）

62 5月23日 金 　

マセル（08:25）→
ヨハネスブルグ

（09:40）　SA8051
ヨハネスブルグ

（14:15）→

給水関連調査/調達
関連調査

施工・調達・積算
関連調査

（マセル）

63 5月24日 土 　

→シンガポール
（06:35）　SQ４０

５
シンガポール
（09:45）→

成田（17:05）
SQ12

給水関連調査/調達
関連調査

施工・調達・積算
関連調査

（マセル）

64 5月25日 日 　

65
｜
70

5月26日
｜

5月31日

月
｜
土

　
給水関連調査/調達

関連調査

施工・調達・積算
関連調査

（マセル）

71 6月1日 日 　 資料整理
マセル（17:25）→

ヨハネスブルグ
（18:40）　SA8057

72
｜
76

6月2日
｜

6月6日

月
｜
金

　
給水関連調査/調達

関連調査

施工・調達・積算
関連調査

(ヨハネスブルグ）

77 6月7日 土 　

給水関連調査/調達
関連調査

マセル（15:35）→
ヨハネスブルグ

（16:50）　SA8055

施工・調達・積算
関連調査

(ヨハネスブルグ）

78 6月8日 日 　

　

ヨハネスブルグ
（13:40）→

施工・調達・積算
関連調査

(ヨハネスブルグ）

80 6月10日 火

→クアラルンプー
ル（05:40）

MH202
クアラルンプール
（11:00）→成田

（19:00）　MH070

施工・調達・積算
関連調査

(ヨハネスブルグ）

81 6月11日 水
調達･積算関連調査

（ヨハネスブル
グ）

82 6月12日 木
ヨハネスブルグ

（13:40）→

83 6月13日 金

→クアラルンプー
ル（05:40）

MH202
クアラルンプール
（11:00）→成田

（19:00）　MH070

79 6月9日 月

成田（12:25）→クアラルンプール
（18:35）　JL723

JICA南ア事務所への報告

資料整理

団内協議・資料整理

クアラルンプール（01:05）→ヨハネス
ブルグ（05:40）　MH201

ヨハネスブルグ（09:35）→マセル
（10:45）　SA8052

5月5日
｜

5月10日

44
｜
49

月
｜
土

井戸試掘

5月12日
｜

5月17日

51
｜
56

月
｜
土

井戸試掘
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総括／業務主任
／建築計画

建築設計1／
施工計画

調達計画・積算
業務調整／
建築設計２

宮武　一弘 國田　直敬 越智　満雄 荒又　多美子

1 7月29日 火

午前

午後

3 7月31日 木 教育訓練省（及び天然資源省）との基本設計概要書に関する協議

4 8月1日 金

5 8月2日 土

6 8月3日 日

7 8月4日 月

8 8月5日 火

周辺既存校追加調査
教育訓練省との

コンポーネント内容に関する
協議

業務主任に同じ

9 8月6日 水

12 8月9日 土

2 水

基本設計概要説明調査(2003年7月29日～8月9日）

日順 日月日

7月30日

成田（11:05) → バンコク（15:30） JL717
バンコク（23:15） →

→　ヨハネスブルグ（05:15）　SA289、
ヨハネスブルグ（09:35）　→　マセル（10:45）　SA8052

教育訓練省、財務開発計画省、天然資源省への基本設計概要書の説明・協議 （三省合同
協議）

10
マセル（17:25） → ヨハネスブルグ（18:40） SA8057

プレトリアへ移動

木

11 8月8日 金

8月7日

ミニッツ、及びテクニカルメモランダム署名

教育訓練省および天然資源省との基本設計概要書に関する協議（先方負担事項、給水計画）
教育訓練省とのミニッツ内容確認協議

教育訓練省及び天然資源省との
各サイト先方負担事項、給水計画に関する協議

→ 香港(12:25) SA286
香港（14:35) → 成田(19:40) JL732

ヨハネスブルグ(17:10) →

在南アフリカ日本大使館・JICA南アフリカ事務所への報告

資料整理・団内協議

サイト状況確認調査、団内協議

教育訓練省及び天然資源省とのコンポーネント内容、各サイトの先方負担事項に係る詳細協議
教育訓練省とのミニッツ内容確認協議

ミニッツ、及びテクニカルメモランダムの内容確認協議
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基本設計調査 (2003 年 2 月 22 日～3 月 8 日／2003 年 3 月 23 日～6 月 13 日) 

 

1. 在南アフリカ共和国日本国大使館 

松井 敬一  ：一等書記官 

根本 拓哉 ：二等書記官 

 

2. JICA 南アフリカ共和国事務所 

村上 博 ：所長 

実川 幸司 ：所員 

ラーヘッド 和美 ：広域企画調査員 

 

3. レソト国教育訓練省 (MOET, Ministry of Education and Training) 

Mr. Chabana Moshapane ：Principal Secretary  

Ms. Nisebe Kokome ：Deputy Principal Secretary 

Mr. Taole John Masoabi ：Director of Planning 

Dr. Kinandu Muragu ：Projects Coordinator, Project Support & Coordination Unit 

Ms. Puseletso Ntiisa-Letuka ：Financial Controller, Project Support & Coordination Unit 

Ms. Mpho Morojele ：Research Officer, Planning Unit 

Ms. Machaizer Mokose ：Research Officer, Planning Unit 

Ms. Mabu Malephane ：Assistant Economic Planner 

Mr. Satchy A. Sivam ：Contracts Advisor, Education Facilities Unit 

Mr. Motlatsi Ramakatane ：Contracts Manager, Education Facilities Unit 

Mr. E. Koma ：Special Services Manager, Education Facilities Unit 

Mr. Mokete Mokete ：Facilities Design Manager, Education Facilities Unit  

Mr. Hape Moeketsi ：Educational Officer, Education Facilities Unit 

Mr. Ramoabi Nthako ：Principal Procurement Officer, Education Facilities Unit 

Mr. Khemi Nthinya ：Survey Technician, Education Facilities Unit  

Ms. Agnes Mothibeli ：Chief Economic Planner 

Ms. Motseng Maema ：EMIS 

Mr. O.M. Makara ：Chief Education Officer Tertiary 

Mrs. Mapokane Nchee ：Chief Inspectorate Officer 

Mrs. Tsehlana ：Primary Inspector 

Mr. Tsepo Lekula Matlejane ：Director, Teaching Service Department 

Ms. Molapo  ：Director, National Curriculum Development Centre 

Mrs. Hoohlo ：Senior Education Officer, Maseru District Office 

Ms. Neo Lekhera ：Manager, School Supply Unit (SSU) 

3. 関係者（面会者）リスト
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Mr. Tsietsi A. Nkholise ：Manager, School Self Reliance and Feeding Unit (SSRFU) 

 

4. レソト国財務・開発計画省 (MOFDP, Ministry of Finance and Development Planning) 

Mr. Moliehi Matabane ：Deputy Principal Secretary 

Mr. Molise Koto ：Assistance Economic Planner (Japan Desk) 

Mr. H.H. Ian Rossiter ：Advisor, Development Cooperation (from EU) 

 

5. レソト国天然資源省 (MONR, Ministry of Natural Resources) 

Mr. Bataung Leleka ：Principal Secretary 

Mr. Tau Khomoatsana ：Deputy Principal Secretary 

Mr. Mojakisane ：Director, Department of Water Affairs 

Mr. Motlatsi Lesupi ：Principal Hydrogeolist, Department of Water Affairs 

Mr. Thabiso Mohobane ：Department of Water Affairs 

Ms. Palesa Mokorosi ：Department of Water Affairs 

Ms. Matsolo Lelaha ：Department of Water Affairs 

Mr. B.S. Goolam ：Manager of Contract Administration, Water and Sewarage Authority 

Mr. S. Panyane ：Water and Sewarage Authority 

Mrs. Masosanna Moerane ：Water Treatment Plant, Water and Sewerage Authority 

Mr. Mathealira Lerothol ：Water Supply Engineer, Water and Sewarage Authority (WASA) 

Mr. Letsatsi  ：Water and Sewarage Authority (WASA) 

Mrs. Makhaba ：Chemist, Water and Sewarage Authority (WASA) 

Mr. Letlama Ben Jobo ：Manager Sewerage, Water and Sewarage Authority (WASA) 

Mr. Mohale Khabo ：Chief Engineer, Department of Rural Water Supply (DRWS) 

Mr. Lekhoaba ：Department of Rural Water Supply (DRWS), Maseru Office 

Mr. N. Makhata ：Department of Rural Water Supply (DRWS), Berea Office 

 

6. 統計局 (Bureau of Statistics) 

Ms. Hloaele ：Analyst Programmer 

 

7. 都市計画局（地方自治省）(LSPP, Land Surveys and Physical Planning) 

Mr. L. Nooember 

Ms. Mabuti Buti ：Commissioner of Lands 

Ms. Makhetha ：Chief Physical Planner 
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8. レソト住宅土地開発公社（LHC, Lesotho Housing and Land Development Corporation） 

Mr. Molifi Tlali ：Production Development and Construction Manager 

Mrs. Todollo Matlatsa ：Marketing Manager 

Mr. Mahlomola Rantai ：Senior Technical Officer 

 

9. レソト教育大学（Lesotho College of Education） 

Prof. J.C.S. Musaazi ：Rector 

Mrs. Mantsubise Mokhethi ：Assistant Director In-Service 

Prof. Richard V. Jones ：Technical Advisor（世銀から派遣） 

 

10. 衛生改善局 (地方自治省) (USIT, Urban Sanitation Improved Team) 

Mrs. Nts’aba 

 

11. 国連児童基金 (UNICEF) 

Ms. Nadi Albino ：Project Officer, Education, UNICEF 

 

12. 世界食糧計画 (UN World Food Programme (WFP)) 

Ms. Magdalena Moshi ：Program Officer, Emergency Coordinator 

 

13. 世界銀行 

Mr. Fayez Omar ： Country Director for South Africa, Botswana, Lesotho, 

Namibia and Swaziland 

Ms. Lolette Kritzinger-van Niekerk, ：Senior Economist 

 

14. アイルランドエイド 

Ms. Carol Hannon ：Development Cooperation 

Ms. Keratile Thabana ：Program Advisor-Education 

 

15. イギリス国際開発省（DFID） 

Ms. Diana Webster ：Head of Field Management Office & Deputy Program Manager 
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基本設計概要説明調査 (2003 年 7 月 29 日～8 月 9 日) 

 

1. 在南アフリカ共和国日本国大使館 

松井 敬一  ：一等書記官 

 

2. JICA 南アフリカ共和国事務所 

実川 幸司 ：所員 

 

3. レソト国教育訓練省 (MOET, Ministry of Education and Training) 

Mr. Chabana Moshapane ：Principal Secretary 

Mr. Taole John Masoabi ：Director of Planning 

Dr. Kinandu Muragu ：Projects Coordinator, Project Support & Coordination Unit 

Ms. Mpho Morojele ：Research Officer,  Planning Unit 

Ms. Makaizer Mokose ：Research Officer, Planning Unit  

Mr. Satchy A. Sivam ：Contracts Advisor, Education Facilities Unit 

Mr. Motlatsi Ramakatane ：Contracts Manager, Education Facilities Unit 

Mr. Mokete Mokete ：Facilities Design Manager, Education Facilities Unit  

Mr. Hape Moeketsi ：Education Officer, Education Facilities Unit 

Mr. Mtimisulu Mohlahatsa ：Construction Super visor, Education Facilities Unit 

 

4. レソト国財務・開発計画省 (MOFDP, Ministry of Finance and Development Planning) 

Ms. Moliehi Matabane ：Deputy Principal Secretary 

Mr. Khosi Letsie ：Director, Department of Economic Cooperation 

Mr. Kekeletso Makana ：Assistant Economic Planner 

 

5. レソト国天然資源省 (MONR, Ministry of Natural Resources) 

Mr. E. Lesoma ：Commissioner of Water 

Mr. T. Sepamo ：Water Policy, Planning and Strategy Unit / Office 

Ms. L. Sekoboto ：Water Policy, Planning and Strategy Unit / Office 

Mrs. H. Lefothane ：Water Policy, Planning and Strategy Unit / Office 

Ms. P.Nthathakane ：Water Policy, Planning and Strategy Unit / Office 

Mr. J. L. Mohosho ：Acting CEO, Water and Sewerage Authority 

Mr. S. Panyane ：Project manager, Water and Sewerage Authority 

Mr. Motlatsi Lesupi ：Principal Hydrogeolist, Department of Water Affairs 

Mr. Cheli ： 



























































 

A-8-1 

基本設計概要表 
 

１．対象事業名 

レソト王国 小学校建設計画基本設計調査 

２．我が国が援助することの必要性・妥当性 
（１） 我が国が当該国に対し援助することの必要性・妥当性 
     レソト王国（以下「レ」国）は、経済面では近年の南ア鉱業の不振から出稼ぎ労働者の U

ターンが目立ちはじめ貴重な外貨収入源の喪失と国内失業率の上昇という深刻な問題を引き

起こしている。我が国は、｢レ｣国から衣類等を輸入し、同時にビデオ機器、ミシン等を輸出し

ている。また、我が国は｢レ｣国に対し、食料援助および保健・医療、教育、農業等の研修員受

入を中心に援助を実施しており、今後とも、同国の民主化、経済改革努力を支援するため、食

料確保を含めた基礎生活分野に対する一般無償及び研修員受入、草の根無償資金協力等を中心

に援助実施を検討していく方針である。 
（２） 当該プロジェクトを実施することの必要性・妥当性 

「レ」国の教育分野においては、2000 年に「初等教育無償化プログラム（Free Primary Education 
Program: FPE）」が導入され、初等教育の無償化が段階的に実施されており、これにより初等教

育への就学希望者は増加したが、一方で教室の拡張に必要な資金が足りず、テントや青空教室

が利用されるなど慢性的な教室不足の状態が続いている（2002 年時点の就学児童数から計算す

ると、本計画の対象地域であるマセル県、ベレア県では約 450 教室が不足*1しており、これに

同地域の未就学児童約 3.3 万人を加えると、不足教室数は約 1,100 教室に達する）。 
本計画の対象地域であるマセル県およびベレア県においては工業地帯が発達しつつあり、ま

た近隣県では旱魃に見舞われ生活状況が悪化していることなどから、これら地域へ地方からの

移住者が流入し人口が急激に増加したため、就学環境が急激に悪化しており、教育施設の改善

が急務となっている。なお、本計画では特に緊急性の高い 20 サイトが｢レ｣国側より要請された。 
 

*1 2002 年の就学児童数および本計画の 1 教室あたりの児童数の基準値＝50 名から算定 

３．協力対象事業の目的（プロジェクト目標） 
本計画は、「レ」国マセル県およびベレア県において小学校の建設を行うことによって教室不足を解

消し、「レ」国の教育環境の改善に資することを目的とする。 

４．協力対象事業の内容 
（１） 対象地域 

マセル県、ベレア県 

（２） アウトプット 
対象地域における小学校 17 校 229 教室の建設 

（３） インプット 
【日本側】 

1) 小学校の建設（詳細は下表の通り） 
2) 家具 

児童机・椅子（2 人掛け）、児童用机・椅子（ベンチタイプ、2 人掛け）、教員用机、教
員用椅子、会議テーブル・椅子、書架、校長用机、校長用椅子、椅子、キャビネット 

  施設内容は以下のとおり。 
 

 学校 教室 校長室 職員室 倉庫 
児童用
便所 

職員用
便所 

給水設備 
 

 マセル県 12 153 12 12 12 42 12 12  
 ベレア県 5 76 5 5 5 20 5 5  

【相手国側】 
1) 建設用地の確保 
2) 工事用仮設道路等の建設 
3) 敷地の造成、整地 
4) 水道引き込み 
5) 既存撤去 

 

8. 基本設計概要表 
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（４） 総事業費 
 概算事業費      9.71 億円 (日本国側   9.35 億円、「レ」国側   0.36 億円) 
 
（５） スケジュール 

詳細設計を含めて 19 ヶ月の工期を予定 
 

（６） 実施体制 
実施機関：教育訓練省 
運営機関：教育訓練省計画局 
監督機関：財務・開発計画省 

５.プロジェクトの成果 
（１） プロジェクトにて裨益する対象の範囲及び規模 
 マセル県およびベレア県 

（直接受益）児童 約 11,450 人（2006 年予測） 
（間接受益）通学圏住民 821,905*1 人 (2006 年予測) 
 

（２） 事業の目的（プロジェクトの目標）達成を示す成果指標 
 対象 17 校*2 における教育環境の向上 
 

 
2002 年  
(実施前) 

2006 年  
(本計画の竣工時)  

  
 

 275 教室 98 教室*4 （マセル県内の対象校周辺地域） 

 
不足教室数 

176 教室 89 教室*5 （ベレア県内の対象校周辺地域） 

 59.46 人 53.02 人*6 （マセル県内の対象校周辺地域） 
 

1 教室当たり児童数 
59.74 人 54.33 人*6 （ベレア県内の対象校周辺地域） 

 1.08 m2／人 1.21 m2／人*7 （マセル県内の対象校周辺地域） 
 

児童１人当たりの 
平均教室面積 1.07 m2／人 1.18 m2／人*7 （ベレア県内の対象校周辺地域） 

*1 2001 年人口動向調査と年平均人口増加率（1.1％）により算定 
*2 計画対象校の周辺地域（農村地域において 3km、都市部において 2km） 
*3  計画対象校の周辺地域の就学予定児童数は、学齢児童の 2002 年-2006 年の増加率(マセル 2.2％、

ベレア 7.3%：教育訓練省の質問票回答)より算定 
*4  2006 年の教室数＝2003 年の教室数(1,465)+本計画教室数(153)＝1,618 

2006 年の必要教室数＝2006 年就学予定児童数(85,780*3)÷1 教室あたり児童数(50)＝1,716  
不足教室数＝必要教室数（1,716）－教室数（1,618）＝98 

*5  2006 年の教室数＝2003 年の教室数(956)+本計画教室数(76)＝1,032 
2006 年の必要教室数＝2006 年就学予定児童数(56,071*3)÷1 教室あたり児童数(50)＝1,121 
不足教室数＝必要教室数（1,121）－教室数（1,032）＝89 

*6  2006 年の就学予定児童数÷2006 年の教室数（*4 または*5 参照） 
*7  2006 年の教室数×教育訓練省標準仕様および本計画の 1 教室面積（64.0 ㎡）÷就学予定児童数 

（*4 または*5 参照） 

６．外部要因リスク 
（１） 人口動向 

対象地域の開発地域への人口流入等の人口増加、および、HIV/AIDS の感染者の急増、旱魃によ
る飢饉発生等の人口減少によって、人口動向が不安定とならないこと。 
 

（２） 初等教育無償化プログラム（FPE） 
現在 FPE 予算を逼迫している給食制度の合理化、コスト削減が予定通り実施され、FPE の内容
に大幅な変更が生じないこと。 

７．今後の評価計画 
（１） 事業評価に用いる成果指標（案） 

1) 不足教室数 
2) 1 教室当たり児童数 
3) 児童１人当たりの平均教室面積（m2／人） 
 

（２） 評価のタイミング（案） 
2006 年以降 



A-9-1 

表 1 教員資格別教員数推移（1993-2002 年） 
 全体数 教員資格保持者 無資格教員 教員資格保持率 

1993 7,292 5,688 1,604 78.0% 

1994 7,428 5,702 1,726 76.8% 

1995 7,923 5,919 2,004 74.7% 

1996 7,898 5,861 2,037 74.2% 

1997 8,089 6,272 1,817 77.5% 

1998 8,170 6,385 1,785 78.2% 

1999 8,225 6,416 1,809 78.0% 

2000 8,578 6,362 2,216 74.2% 

2001 8,762 6,558 2,204 74.8% 

2002 8,908 6,466 2,442 72.6% 

出典： Education Statistics 2002. Ministry of Education. 
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図 1 サブサハラ・アフリカにおける政府公共支出及び GDP に対する教育支出 

出典： Sub-Saharan Africa Regional Report 2001.  UNESCO Institute for Statistics. 
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表 2  レソト教育大学(LCE)における教員養成コース 

 コース名 概要 

1) Diploma in Education Primary 
(DEP) 

高等学校卒業者を対象にした初等教育教員を養成
するディプロマコースで､教職課程卒業学位
(Diploma)の取得が出来る。 

2) Diploma in Primary Secondary 
(DES) 

初等教育の有資格(Certificate)1教員を対象とし
た､学内で実施されるフルタイムの現職初等教育
教員のための現職トレーニング(in-service)ディプ
ロマコースである。卒業資格として初等教育教員
Diploma が授与される。DEP コースは将来の初等
学校の幹部、校長候補の養成コースと位置付けら
れる。 

3) Diploma in Education 
Secondary (Dip.Ed) 

高等学校卒業者を対象にした pre-serviceの前期中
等教育教員を養成するディプロマコースで､卒業
生には教職課程卒業学位（Diploma）が授与され
る。 

4) Diploma in Technology 
Education (Dip.Tech) 

中等教育(Junior/Senior Secondary)、及び、技術
教育(Technical Education)教員を養成するディプ
ロマコースである。卒業資格として教職課程卒業
学位（Diploma）が取得でき､前期中等レベルの技
能訓練校(Vocational & Home Economics)及び後
期 中 等 レ ベ ル の 技 術 教 育 校  (Technical 
Education)の教員資格が得られる。 

5) Distance Teacher Education 
Programme  (DTEP) 

LCE のキャンパス（夏季及び冬季）及び全国６ヶ
所のリソースセンターで実施されている遠隔教員
研修プログラム(in-service)である。主に無資格教
員を対象に、教員資格授与のための４年間のコー
スを提供している。2 

出典： A Brief Profile. Lesotho college of Education. 

マセル国立教員養成大学施設建設計画基本設計調査報告書、平成 12 年 10 月 

 

                                                   
1 Certificate は、Primary Teacher Certificate (Pre-service)プログラムを経て取得する資格である。しかし本プログラ

ムは、2000 年度で終了し、現在は、Diploma in Education of Primary に替わり、正式な資格教員養成プログラムとな

っている。 

2 世銀のファンドにより教員不足の解消及び教育の質的改善を目的とした本プログラムは、２００３年に開始 2 年目を

迎え、受講者数は 850 名を有している。 
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表 3 「レ」国教育関連法（抜粋）（Education Act No. 10 of 1995） 

Part I 目的、目標「すべての子供に就学の機会を与えること」 
学校の分類 (a)政府系、(b)教会系、(c)コミュニティ系、(d)私立系 

Part II 学校の登録、形態変更、改築、増築、移転に関わる義務および手続 
Part III 学校運営委員会（Management Committees of Schools）の構成、役割等。委員会の役

割は、①監督、②経営および運営、③非政府系教員の配置等に関わる内容について

の教育事務官や監督官への提言である。教育に関わる提言は、各校に配置されてい

る学校諮問委員会（Advisory School Committee）から報告され、学校運営委員会で

の決議を教育事務官（Educational Secretary）および視学官へと提言する。教育事務

官は、所有者である教会より指名され、教会と教育省の橋渡し役として調整業務を

担当することとする。一方の視学官は、教育大臣より任命され、政府系学校や政府

職掌の学校の行政的監督を行うこととする。 
Part IV 国家カリキュラム委員会の構成、役割。役割は、初等およびポスト初等教育カリキ

ュラムの検閲実施およびカリキュラムに関する課題について大臣へ提言を行うこ

とである。 
Part V 教員サービスに関わる義務および手続 
Part VI 教員の任命と雇用に関する規定 
Part VII 教員の行動規範 
Part VIII 教員の退職に関する規定 
Part IX 教員サービス委員会（Teaching Service Commission）の構成と役割。役割は、政府に

よって雇用されている教員の任命、昇進、懲戒、異動および解職とする。 
Part X 審査員（Adjudicator）の役割。審査員は、教育大臣から指名されることとし、教員

サービス委員会から受ける提言に係る訴訟について聴取および審判を行うことと

する。 
Part XI 合同レファレンス委員会（Joint Reference Committee）の設置と役割。委員会は、教

員サービス関連事項について教育大臣に提言を行うこととする。 
(参考)  
h 学校運営委員会の構成：所有者（教会）代表 2 名、親代表 3 名、教員代表 1 名、校長代

表 1 名、チーフ 1 名 
h 学校諮問委員会の構成：所有者（教会）代表 2 名、教員代表 1 名、（当該校へ通学する

児童の）親 4 名、該当校校長 1 名 
h 国家カリキュラム委員会の構成：中等教育局長、カリキュラム局長、中央監査局長、地

方監査局長、国家カリキュラム開発センター長、レソト国立大学教育学部長、教育協会

（the Institute of Education）長、レソト教育大学長、技術職業開発局長、国家試験評議会

登録者、教員連合代表 1 名、教育事務官 3 名、レソト農業大学長、国立保健研修センタ

ー長、初等教育局長、高等教育局長 
h 教員サービス委員会の構成：4 名中教会代表 2 名 
h 合同レファレンス委員会の構成：教員局長、中等教育局長、レソト国立大学教育学部長、

レソト国立大学長、教育事務官 3 名、視学官 1 名、技術職業訓練教育長、初等教育局長、

高等教育局長 
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